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Ⅰ．は じ め に

Brugada症候群は，体表面心電図における右側前

胸部誘導のcoved型ST上昇と心室細動（VF）あるい

は多形性心室頻拍などの致死性心室性不整脈を主徴

とするが，心室性不整脈のみならず，心房細動（AF）

などの上室性不整脈との合併例や心房筋の電気生理

学的異常の存在も報告されている1），2）．また，検診

心電図を契機にBrugada型心電図が見いだされ，薬

物負荷試験および誘発試験によって無症候性

Brugada症候群と診断される症例もある．このよう

にBrugada型心電図例は，ある一定の割合で存在し

ており，saddle-back型ST上昇例に限らず正常心電

上室性不整脈のみを合併したBrugada型心電図例の
臨床的特徴
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上室性不整脈のみを有するBrugada型心電図例の臨床的特徴について検討した．

Ⅰ群抗不整脈薬の有無にかかわらずBrugada型心電図（type1）を呈した95例を症状

別に4群［Ⅰ群：上室性不整脈（n＝17），Ⅱ群：失神（n＝21），Ⅲ群：無症状

（n＝52），Ⅳ群：心室細動・心肺停止（VF/CPA）（n＝5）］に分類し，年齢・薬物非

投与下でのBrugada型心電図（type1～3）の頻度・心室遅延電位（LP）陽性率（n＝

93）・VF誘発率（n＝41）について比較した．平均年齢はⅠ群（63歳）において有意

に高く（Ⅱ群49歳，Ⅲ群51歳，Ⅳ群54歳），薬物非投与下でのBrugada型心電図

の頻度はⅠ群（29％）で最も低かった（Ⅱ群62％，Ⅲ群50％，Ⅳ群60％）．Ⅰ群の

LP陽性率は56％でⅣ群（60％）とほぼ同等であり，Ⅱ群（38％），Ⅲ群（51％）に比

し高く，薬物非投与下でのVF誘発率はⅣ群（100％）に次いで高かった（Ⅰ群80％，

Ⅱ群79％，Ⅲ群50％）．以上より，上室性不整脈のみを合併するBrugada型心電

図例は高齢者に多く，心房筋のみならず心室筋における伝導遅延も合併している可

能性が示唆された．
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図例においてもNaチャネル遮断薬の投与により典

型的Brugada型心電図が顕在化される例が少なから

ず存在することが知られている 3）．したがって，

Brugada症候群は，その臨床症状としてVF・心肺

停止（CPA）や失神などを引き起こすものから，無症

状のものまで幅広いスペクトラムを有していると考

えることができる．本研究では，Brugada型心電図

を呈し，AFなどの上室性不整脈のみを症状として

有する症例の臨床的位置づけを明らかにするため

に，そのほかの臨床症状を有するグループとの比較

検討を行った．

Ⅱ．対象と方法

対象は，当院にて経過観察を行っているBrugada

型心電図例95例である．それらを症候別に，Ⅰ群：

上室性不整脈（n＝17），Ⅱ群：失神（n＝21），Ⅲ

群：無症状（n＝52），Ⅳ群：VF／CPA（n＝5）に分

類し，①年齢分布，②薬物非投与下でのBrugada型

心電図の頻度，③加算平均心電図での心室遅延電位

（LP）陽性頻度（n＝93），④誘発試験におけるVF誘

発率（n＝41）について検討を行った．

本研究でのBrugada型心電図の診断基準は，コン

センサスレポートの心電図分類に準拠し，安静時心

電図にてtype2，type3および非Brugada型心電図を

示す例についてはNaチャネル遮断薬によりtype1へ

の顕在化を確認した4），5）．既報のごとく，心電計は

日本光電社製心電計を用い，右側前胸部V1～V3誘

導については，1，2肋間高位の補助誘導記録も行っ

た．J点の振幅の測定には心電計内臓の自動解析プ

ログラム（日本光電社製ECAPS12C）を用いた3），6）．

Naチャネル遮断薬負荷試験は，ピルジカイニド

（0.1 mg/kg/min）を用いて静脈内投与を行い，新た

な不整脈や明らかなST上昇所見を認めた時点で投

与を中止した．

加算平均心電図は，Case 16（Marquette社製）ない

しFDX-6531（フクダ電子社製）を用いて記録を行い，

f-QRS，LAS40，RMS40を測定した．今回の検討では，

前者での記録の場合はLAS40＞38 msかつRMS40＜

20μVを，後者ではLAS40＞ 40 msかつRMS40＜

15μVの場合をLP陽性と定義した．

VF誘発試験は当院の誘発プロトコールに従い，

右室心尖部（RVA）と右室流出路（RVOT）の2ヵ所か

ら，基本周期600 msおよび400 msにて①単発期外

刺激法，②最短180 msまでの2連発期外刺激法，

③毎分250拍までの連続刺激法，④最短200 msまで

の3連発期外刺激法の順に行った．刺激出力は閾値

の2倍で行い，2回以上VFが誘発された場合を誘発

試験陽性と定義した．薬物非投与下においてVFが

誘発されなかった場合，または誘発に④を要した症

例については，β遮断薬（プロプラノール0.1 mg/kg

静注）を投与して同様に①～④を行った．なお，誘

発試験は全例，プロポフォールによる静脈麻酔を併

用して施行した．

Ⅲ．結　　　果

1．年齢分布

図1に各群の年齢別ヒストグラムおよび各群にお

ける年齢別分布割合を示す．各群の平均年齢は，Ⅰ

群：63±10歳，Ⅱ群：49±17歳，Ⅲ群：51±13

歳，Ⅳ群：54±17歳で，4群間においてⅠ群の平均

年齢が最も高かった．

2．薬物非投与下の心電図所見

図2に各群における薬物非投与時の心電図所見の

結果を示す．ベースラインにおいてBrugada症候群

のtype1心電図を示す症例の割合はⅣ群において高

く，残りの群は30％前後と低かった．しかしtype 2，

3 心電図を含めると，Ⅰ群以外は半数以上が

Brugada型心電図を呈していた．

3．LP陽性

図3に各群のf-QRS，LAS40，RMS40およびLP陽性

率を示す．Ⅰ群のf-QRS，LAS40の平均値は，Ⅳ群に

次いで延長しており，RMS40はⅣ群に次ぎ低値で

あった．またLP陽性率は，Ⅳ群が60％と最も高く，

Ⅰ群は56％とⅣ群に次いで高かった．

4．VF誘発試験

95例中，同意の得られた41例に対し，VF誘発試
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験を施行した．薬物非投与下2連発期外刺激法まで

のプロトコール内でのVF誘発率は，Ⅱ群およびⅣ

群ではそれぞれ50％，60％であったのに対し，Ⅰ

群およびⅢ群でのVF誘発率は30％，33％であった．

3連発期外刺激法までのプロトコールを含めると，

Ⅳ群は100％，Ⅰ群とⅡ群は80％，79％が誘発され

たが，Ⅲ群は50％にとどまった．β遮断薬投与によ

る誘発試験までを含めると，Ⅰ～Ⅲ群のいずれのグ

ループも80％以上のVF誘発率を認めた（図4）．

図2 薬物非投与下心電図所見
薬物非投与下において，Ⅰ群におけるBrugada型心電図を

呈する割合は低い．

図3 薬物非投与下加算平均心電図

図1 各群における年齢分布
Ⅰ群：上室性不整脈（n＝17），Ⅱ群：失神（n＝21），Ⅲ群：無症状（n＝52），Ⅳ群：VF/CPA（n＝5）

Ⅰ群は高年齢に占める割合が高い．

図4 心室細動誘発試験



Ⅳ．考　　　察

今回の研究では，AFを主とした上室性不整脈の

みを臨床症状として有するBrugada型心電図症例の

臨床的特徴を明らかにするために，Brugada型心電

図例を，無症状，失神およびVF/CPAの臨床症状を

示すグループと症状別に分類し比較検討を行った．

その結果，上室性不整脈のみを有する群では，平均

年齢が高く，薬物非投与下においては，典型的な

type1心電図を呈する割合が低いことが判明した．

それらの症例の多くは，心電図異常が軽微にとどま

るために検診心電図では異常を指摘されずに，年齢

を経てAFをはじめとする不整脈に対して抗不整脈

薬などが投与された際に初めて心電図異常が顕在化

し発見された症例が多かったと推測される．

AFは，一般的に年齢を経るにつれ発作頻度が増

加するため，上室性不整脈が本症候群に関連して出

現したものであるのか，もしくは偶然合併したもの

であるのかを厳密に区別することは容易ではない．

Brugada症候群において心房筋の異常との関連を示

す報告があるものの，本研究は記録されたBrugada

型心電図例を後ろ向きに検討したものであるため，

AFの好発年齢のなかからBrugada型心電図を抽出

したに過ぎない可能性がある．

心室における脱分極異常の存在を示唆するLP陽

性率と電気生理検査でのVF誘発については，LP陽

性率はVF例に次いで高かったにもかかわらず，薬

物非投与下での2連発期外刺激法までのVF誘発率

については失神群よりも低く，無症候例と同程度で

あった．しかし，3連発期外刺激法やβ遮断薬を含

めた誘発試験を行うと各群間での誘発率はほぼ同等

となり，いずれのグループにおいても高いVF誘発

率が示された．Brugada型心電図例における高い

VF誘発率については前回の研究会で報告したとおり

であるが7），誘発方法によっては，その誘発率と臨

床症状はある程度相関していると思われるため症例

を重ねて検討する余地があると思われる．上室性不

整脈群においてLP陽性率が高い理由については不

明である。その理由が年齢などの影響ではなく，そ

れが特異的な特徴であるか否かについては今後さら

なる検討を必要とし，Brugada型心電図例の長期に

わたる前向きの観察が必要と思われる．

Ⅴ．ま　と　め

臨床的に上室性不整脈のみを有するBrugada型心

電図例は高齢者に多い．そのほとんどは薬物負荷な

いし投与後に心電図的特徴が顕在化し，非薬物投与

下でのVFの誘発率は無症候性に比して高かった．
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